
ｃ ｏ ｎ ｔ ｅ ｎ ｔ ｓ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO 347 /2026 

 

2024 

 / 2024 

 

?/2022 

 

★令和 8 年総会案内：６月 21 日 

(第３日曜)・・・・・２ 

★４月例会報告：尾長天満宮 

・・・・・・３ 

★各部会報告：・・・・・・４ 

・里山部会：竹炭焼き、薪わり他 

・クラフト部会：イベント作品作り  

・環研：フィールド整備他  

★森づくり啓発シリーズ 

・NTT 情報労連「未来の森づくり」 

・メール便：尾長天満宮の例会参加して 

・・・・・５ 

★6 月活動予定他・・・・・６ 

 

 

・・・・・・・8 

＝もりメイト倶楽部 Hiroshima＝ 

1997 年から活動している団体です。 

広島市周辺の里山等の整備や勉強会のほか、

会員の得意分野ごとに多彩な部会を設け、幅

広い活動を展開しています。 

ぜひ一緒に、美しい森を未来に残し伝える

ボランティア活動に参加してみませんか。 

私たちはあなたの力を待っています！ 

広島市民賞、ひろしま県民活動県知事賞、 

広島ユネスコ活動奨励賞、全国林業普及協会

会長賞など受賞歴多数。 

 

 
１ 

発行・編集 
 
理事長 山本恵由美 

 広島市中区白島中町 12-4 
 ℡ 090-6419-7531 
 e-mail info＠morimate-ch.com 
  URL https://www.morimate-ch.com 

６ 

 

５ 

Jun 

声かけあって 
事故を起こさない！ 
起こさせない！ 

目指そう 
安全・安心・楽しい 
森づくり活動を！！ 

 

 

 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動して 

いただける方、またはご寄付を募集しています。 

【個人会費】： 3,000 円 

【企業会費】：50,000 円 

 

【広島銀行 白島支店】（普）３２８３３８３ 

【ゆうちょ銀行】１５１７０－１８０２９２９１ 

《口座名：トクヒ）モリメイトクラブヒロシマ》 

 

  

人々は古来から、燃料を含む木材や水、肥料など

衣食住を日常的に森林との関係を持ち、森林の公益

的機能を享受してきました。しかし生活様式が変わ

り、近年は森林との関わりが乏しくなっています。

放置していては機能が十分に発揮されません。今

後、誰がどのように『命の源』である森林の恩恵を

守り育んでいくのか、真剣に考えていく必要があり

ます！それに気づいた私たちは30年間、自然を守

るために積極的に森の手入れを中心に啓発活動を続

けています。 

毎月２５０円のご寄付で共に森を救おうではあり

ませんか。どうか未来に向けた活動を一緒に応援い

ただければ幸いです。 

 

会費及びご寄付のお願い！  

【 会員＆ご寄付の募集 】 

 

～下記まで電話、又はメールでお問い合わせ下さい～ 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com 

 

mailto:info@morimate-ch.com


◆日 時： ６月21日（第３日曜）14時～16時  

 

 

 

 

が 

 

 

 

が 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人もりメイト倶楽部 Hiroshima の、「令和 7 年度の実績・令和８年度

の活動予定」を協議し、今年度も安全第一で楽しい活動にしましょう。 
 

 

  

  

◆申込み：６月 10 日（水）までに各班長へ連絡。 
 

総会のご案内  
 

「令和 8 年度」の総会を開催します。 

 

 

子ども達が楽しく遊べる安全で明るい公園

に  

７月例会は、第４日曜の２６日。湯来町狐原山で草刈り、山の整備を行います。 

◆場 所：幟町集会所ビルの２階《中区八丁堀３－２》  

 

 

 
※当日、総会終了後、近くの居酒屋にて懇親会を予定しております。 

総会、懇親会、それぞれの出欠を各班長にお伝え下さい。新入会員の方は、 

事務局までご連絡下さい。【 090-6419-7531 ：info@morimate-ch.com 】 

なお、懇親会は、受け入れ人数の制限があります。早めにお申し込みください。 

 

２ 

 
総 会 次 第  

１  開 会      

２  理事長あいさつ 

３  議長選任 

４  議 事   

（１）第１号議案 令和７年度事業報告 

         （２）第２号議案 令和 7 年度収支決算報告 

会計監査報告 

         （３）第３号議案 令和 8 年度事業計画案 

         （４）第４号議案 令和 8 年度事業予算案 

          

５  その他の協議事項 

6  議長解任 

7  閉 会 

※総会資料は、当日配布します。 

幟町集会所
ビルの２階 

懇親会 会費 4,000 円(飲み放題９０分付き) 
 

mailto:info@morimate-ch.com


 

 

 

 

 

■例会を前に毎日天気予報とにら

めっこ。どうやら午前中は整備が

できそうだと前日に関係者へ連絡

をする。曇り空の下、倶楽部会員

38名 地元、子ども会 19名の

57名が集まって、尾長天満宮鎮

守の杜の整備が始まった。私が担

当して４年目を迎えますが、整備

した場所と手を入れていない場所

が入れ替わりながら来る度に表情

を変える、まさに森は生きていると

感じます。 

結論から言うと、降雨により午

前中しか作業できませんでした

が、密度の濃い時間となりました。 

作業班は A～Eの５班編成。 

 

■A グループは本殿裏山エリアの

整備。このエリアは将来の梅林計

画の為、梅の苗木が植えられてお

り影響を与えないように作業が進

められた。チェーンソーでヒサカ

キ、サカキを高切りして後に活用

できるように整備実施。計画して

いた大き目の針葉樹の伐木は天候を

鑑み見送った。 

 

■B グループは参道の木段補修担

当。恵木さんが初めてのリーダー

を任され、見勢井顧問に指導を受

けながら上下２ルートと上部への

ルートの木段の補修実施。イノシ

シの活発な活動で、前回補修した

場所も掘り返されており、修復箇

所が非常に多く、達成度は 80%と

なった。 

 

■Ｃグループは山道付近の枯木、

支障木の伐木を担当。対象となる

木が思いのほか多くあり、優先順

位を決めて作業を行っていた。今

まで手付かずだった場所にも入っ

ており、足元を含め作業環境が悪

い中、安全に進めていたのが印象

的でした。 

 

■D グループは北側の竹藪整備担

当。これまで回数を重ねて整備し

た結果、竹藪状態からは脱してお

り、自生した笹の除伐が主となっ

た。こちらも準備していた刈払機

が活躍して、円滑の作業が進んで

いた。 

 

■E グループは子ども会と地元の

方へ森林整備の学習と指導実施。

常連の方々は自主的にブロック塀

の隙間から顔を出したアカメガシ

ワや駐車場の雑木の除伐。子ども

たちの指導を山本理事長から事前

にレクチャーを受けた坂田さんと

広瀬さん、指導しながらもやさし

い笑顔で子ども達のノコギリ作業

を見守っておられました。 

 

 

■森林の中では気づかなかった

が、雨がポツリポツリと降り始め

たころに午前中の作業終了。昼食

はみんな大好きカレーライスとお

にぎり。デザートに甘いお菓子を

いただく頃には雨も本降りにな

り、午後の作業は中止となりまし

た。せわしい中、安全に作業を終

えた事と大人も子どもも穏やかだ

ったことが何よりでした。恵みの

雨に感謝！ 

1 班 班長 吉村隆文 

         尾長天満宮鎮守の森整備  4 月 26 日（日） 

～雑木・竹藪伐採及び参道整備 他～ 

 
 

 

参加：57 名 ＜会員３8 名・地元、子ども会 19 名＞ 
 

 

 

４月 
例会  

３ 



 

■快晴 7:00～15:00。木々の新

緑輝く小川フィールドとスㇰウ

スㇰウの森（妙國寺境内）の２か

所で部会を開催しました。小川

フィールドでは竹炭焼き（窯火入れ 7:00～窯内消火

14：00）と 12月例会時伐倒し“葉枯し乾燥”させて

いたヒノキの搬出と保管・5 月例会用の枕木の加工

を行う。小川フィールドの竹炭焼きは竹材の平衝含

水率が良かったのか、予定より早く窯内消火となる。

スクゥスクゥの森では、3 月に伐倒したナラ枯れ木

(コナラ：直径 30 ㌢、高さ 13ｍ)2 本を、ロープウ

インチで平地まで牽引の後玉切り(400ｍｍＬ×30

個)。作業場まで運搬・薪割り作業を行う。薪割りは

梅雨前に作業完了したいところだが、薪割り機の運

転状態に不具合があり作業が中断した。購入(2017

年 7月)後約 10年経過しており、総点検が必要な時

期に来ているようです。チェーンソーなどと同じく

動力機器の始業前・始業後点検と定期点検が必要と

改めて感じた活動でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している俱楽部員に、ゴールデンウ

ィークを家族サービスに充てていただこ

うと、ゴールデンウィークを避け９日(土)、

17 日(日)の２日間活動を行いました。それ

ぞれの日に、5名ずつの参加がありました。 

９日の作業は、23日(土)にひろしまゲートパークで行われる、

広島市主催「はなのわマルシェ」に出す作品の最終確認を行いま

した。試作品の製作では、それぞれがゴールデンウィーク前に持

ち帰った試作品の品評会を行い今後の課題を出し合いました。17 日には、ベース基地の裏の斜面の草刈り

と、他のメンバーで引き続き「はなのわマルシェ」の準備作業を行いました。 

 

 

今年度も「もりメイトキッズ」が始まります。昨年度からの反省点を克服すべく、 

環境研究部会の部員が気合を入れ一丸となって積極的に打ち合わせを行っています。 

もりメイトキッズの開催アピールにおい

ては、今年は一人ひとりが宣伝塔となって

声掛けや、ＳＮＳで伝えたおかげで成果が

出ており、参加者が増えています。同時にプ

ログラムの充実を図って行こうと、皆が熱量

を上げており、松ケ原のフィールドでは少し

ずつですが作業を進めており、第 2 トイレの

設置やツリーハウスのはしごの製作をして受

け入れ態勢を整えています。 

 

炭焼き状況。窯の火力を見守る北田さん。                         薪用玉切り集積状況 

 

          ■４月活動報告              クラフト部会長 岩田 幸信 
 

 

■2026 年５月１０日（日）： 参加者 １４名      里山部会長 佐藤謙治 
 

 

■ ５月 11 日（月）松ケ原キッズフィールド整備他 参加者 17 名 環研部会長 佐々木 綾子 

参加人数：6名 

    環研部会長 佐々木 綾子 
 

 

 

「はなのわマルシェ」作品準備 

 新しく設置したトイレ       桐の木の枝を掃う北田さん、川原さん。 
 



 

 

 

 

 

整備は、春の女神「ギフチョウが飛来する未来の

森づくり」をテーマに、12 班編成で 2 つのグルー

プに分かれて作業を行いました。１～4 班はギフチ

ョウの食草となるサンヨウアオイの植栽と、ギフチ

ョウが蜜を取るコバノミツバツツジ周辺の支障木の

伐採。残る５班～12 班は、コバノミツバツツジを

保護するために支障となる周辺木を伐採し、鬱蒼と

した暗いイメージの森を、明るい日の差し込む森に 

 

しようと力を出し合って、爽やかな汗を流して頂き

ました。参加者には、NTT の OB の方も多数参加さ

れ、互に元気なお姿を拝見し話も弾み、「気を付け

んさい」よと言葉を交わしつつ楽しく笑顔で作業さ

れておられました。短い時間でしたが明るさを取り

戻した整備エリアを見て、皆さん、達成感を感じ取

っておられた事と思います。 

【 ５～12 班指導：冨田 実 】

 

作業場所までの山歩き、道中に

は鹿のツノ研ぎ跡や大きなアカマ

ツを伐採した切り株、サカキやシ

キミなどの景色を見ながら、山や

樹木の話しで盛り上がる。現場で

は見勢井顧問が全体に向けサンヨ

ウアオイの植栽や、この辺りのコ

バノミツバツツジの状況、鹿によ

る獣害について話をされ、いよい

よ作業開始。ヘルメットとノコギ

リを装備した小さな林業家たち

は、思い思いの場所で雑木たちを 

前に「これは倒してもいい木か

な？」「どっちに倒せばいいんだ

ろう」が、ひと引きノコを入れて

しまえば集中して自分なりに考え

作業に没頭。切り倒したサカキの

樹皮にはたくさん水分。幹の手触

りに感動！次にサンヨウアオイの

植え付けを二か所に分かれて行

う。前に植えてあるものを踏まな

い様にゆっくり足を運びながら落

ち葉を手でかきわけ隙間を見つけ

スコップを立てる。「ここはかた

いね」「ここはやわらかい」。この

広い山の中で、初めて一株のサン

ヨウアオイを植えこむ子ども達の

姿は尊く、いつかたくさんのギフ

チョウ達が、この場所で踊るよう

に飛ぶ姿を想像する。約１時間と

いう短い時間ではありましたが、

未来を紡ぐかけがえのない時を子

ども達と一緒に過ごせたことに感

謝。これからもかけがえのない森

林と向き合っていきたいです。 

【 １～４班指導：吉村隆文 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もりメイト倶楽部Hiroshima 発【 森づくり啓発シリーズ 】 
～こんな事にも関わっています～  

 

NTT 情報労連「未来の森づくり」活動  ５月１６日(土)：広島市森林公園 

NTT 情報労連組織の社員ご家族、総勢 148 名がご参加！今年で７回目となる森林整備活動が開催

され、当俱楽部から 15 名が安全監視及び整備指導のために指導員として協力させて頂きました。 

オリエンテーション。奥に倶楽部員勢ぞろい     木を伐り、明るい森に。  見勢井顧問からサンヨウアオイについて聞く 

 

学校の学習活動の一環として活動に参加させていただき、主に雑木の伐採を行いまし 

た。木を伐採する作業は初めてでしたが、太い木を切る際の切り口の入れ方、木を倒す 

方向の選び方、木を切った後の木の処理の仕方などまで、細かく教えていただきました。 

実際に木を切る際、刃の角度や刃の方向などまで意識しながら木を切ることには少し時 

間がかかりましたが、木の伐採、葉や枝の処理を繰り返しているうちに、山の急斜面や 

刃の扱いにもなれていき、だんだんと作業を早く、正確に行えるようになっていきました。 

また、葉や枝の処理方法の判断も瞬時に行えるようになっていき、学びの多い、とても 

有意義な時間を過ごせたと思っています。ぜひまた機会があればこの活動に参加させていただきたいです。   

広島県立広島叡智学園中学校一年：阿部拓杜(あべ たくと) 

 

 

尾長天満宮での例会に参加して下さった中学1年の阿部君が感想を寄せてくださいました。 
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■日時：６月 7 日(日)9 時～15 時 

■場所：妙國寺スクゥスクゥの森（小川 F 竹炭釜出） 

■活動予定： 環境整備・チェーンソ―練習 

椿生垣の選定。 

■持参品：山の道具・水筒・弁当 

チェーンーソー 

■参加申込：佐藤 090-1682-6305 

satoken069@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

■日時：６月８日(月)18：30~ 

場所：まちづくり市民交流プラザにて 

第 1 回もりメイトキッズの反省と 

キッズのフィールドにある植物 

について勉強会を行います。 

■参加申込：：kids@morimate-ch.com 

 

 

■連絡先： 佐々木 

mamakin0404@yahoo.co.jp 

 

 

 

里山部会  
環研  
部会 

アイディア募集！～参加お待ちしています～ 

■６月は 14 日(第二日曜) 9 時～15 時 

 資機材のメンテナンス作業を行います。 

活動はいつもの山本町鹿ヶ谷基地にて。 

■参加申込：岩田 080-5751-3798 

 

 

 

 

 

 

 

クラフト 
部会 

 
◆株式会社ニシナ屋珈琲 ◆ゆめみらい株式会社 

◆イオンリテール株式会社 イオンスタイル広島府中 

（イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン） 

 ◆(有)ジェイ・アセット・マネジメント 
 
◆公益信託 富士フィルム・グリーンファンド 

  
《 ご支援を誠にありがとうございます。順不同・敬称略 》 

 

【7 月号】の会報発送作業は下記の通り実施します。 

どなたでも、都合のつく方はご参加ください。 

よろしくお願いいたします。 

■日時：6 月２4 日（水）1８：00～ 
■場所：広島市まちづくり市民交流プラザ 3F 

 

各部会はどなたでも自由に参加できます。ぜひ、いろいろな活動をご体験ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は、「森の再生と自然保護を図る市民の森づくり活動」の先頭に 

立って森林保全の整備活動を展開しています。会員への技術研修や安全講習会などを開催する他、 

山で採れた木材を利用した木工クラフトの作成指導、青少年等に森林管理の重要性を伝えています。 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動していただける方を募集しています。 

 

下記まで電話、又はメールで 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com  

 

 会  員  の  募  集  
 

【正会員】 ：倶楽部の実作業と 

組織運営に積極的に関わる、 

個人及び団体。 

【賛助会員】：倶楽部の事業を応援するために 

入会した個人及び団体。 

 

６ 

間伐材を利用して木工クラフトを楽しもう 

森の中での自然体験を通して学び、人を育てる。 

《正式名：環境教育研究部会＝環研》 

会 員 の 種 類  お申し込み方法
B 

持続可能な里山の活用と整備、体験活動のフィールド。 

～里山保全活動・徳用林産物（竹炭の窯出し・薪割り）の産出～ 

mailto:mamakin0404@yahoo.co.jp

